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１． 組織の概要 

 

・事業所名及び代表者氏名 

 

  株式会社東京オフ印刷 

代表社員 石原 寛祐 

 

・所在地 

 

本社工場   東京都墨田区堤通１-１０-２１ 

出荷場       東京都墨田区堤通１-１２-２ 

亀戸紙工センター  東京都江東区亀戸８-１４-９（2018 年 5 月 新設） 

 

但し、アッセンブリ工場は機能変更に伴い、2018 年 5 月に出荷場に名称変更 

 

 

・環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

 

環境管理責任者 業務部統括リーダー 兼 工場長代行 

：中川 裕一       ＴＥＬ：03-６６５７-５９０３ 

        ＦＡＸ：03-６６５７-５９０４ 

     Ｅメール：nakagawa@tokyo-off.co.jp 

 

担当者 品質管理部 ：須藤 悦郎    ＴＥＬ：03-６６５７-５９０３ 

       ＦＡＸ：03-６６５７-５９０４ 

     Ｅメール：sudou@tokyo-off.co.jp 

 

  

・事業活動の内容 

  特殊印刷及び特殊加工 

 

・事業の規模 

 

主要製品の売上高  4.63 億円／2021 年度   

従業員数          34 名 

        内訳 本社       ２3 名 

           亀戸紙工センター １１名 

               

 

 

２． 対象範囲 

 

 ・登録組織・活動 

 

   

当社は全組織・全活動を対象としています。 
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3．環境経営方針 

 

 

株式会社東京オフ印刷 環境経営方針 

 
 

＜企業理念＞ 

株式会社東京オフ印刷は我々の生活の場である地球環境の保全が最重要課題と認識し、 

あらゆる分野で資源を大切にし、また環境に配慮した取り組み、実行、改善を行います。 

 

 

  

＜行動指針＞ 

１．環境関連法規制を守ります 

２．事業活動で排出される二酸化炭素、廃棄物、排水の量を把握し、削減に努めます。  

３．事業の主原料である紙資源、インキの無駄の削減と、再利用に努めます。  

４．環境経営の継続的改善に努めます。 

５．この環境方針を全従業員に周知します。 

  

2008 年 04 月 01 日 

改定 2022 年 05 月 09 日 

株式会社東京オフ印刷 

            代表社員 石原寛祐 
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４. 実施体制 
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5．環境経営中期目標・環境経営年度目標の実績 

 

 2018 年度 

基準年度 

2020 年度

実績 

2021 年度

実績 

2022 年度 

目標 

2022 年度 

実績 

目標

達成

状況 

2023 年度 

目標 

2024 年度 

目標 

1.CO2 合 計

(Kg-CO2) 

161265 125601 

－ 

141447 156443 

97％ 

141724 〇 154984 

96 

 

% 

153371 

９5％ 

・電気  (Kg-CO2) 

本社 

120734 105787 

99％ 

109128 117112 

９７％ 

107734 〇 115905 

96% 

114697 

95% 

・電気  (Kg-CO2) 

出荷場 

1591 1810 

１１３％ 

1794 1559 

98％ 

1518 〇 1543 

97％ 

1527 

96% 

・電気  (Kg-CO2) 

亀戸紙工センター 

(15400) － 15628 

 

14938 

97％ 

16032 〇 14938 

97％ 

14784 

96% 

・ ガ ソ リ ン  / 軽 油  

(Kg-CO2) 

23540 18004 

 

14897 22834 

97％ 

16440 〇 22598 

96% 

22363 

95% 

2 ． 廃 棄 物 合 計  

(t) 

9.99 8.34 

 

13.54 9.838 14.15 × 9.978 

97% 

9.973 

97％ 

・一   廃         (t) 0.50 0.36 

 

0.27 0.448 

90％ 

0.28 

 

〇 0.443 

89% 

0.438 

88% 

・産  廃（廃プラ） (t) 9.49 

 

7.98 

 

13.27 9.39 

99％ 

13.87 × 9.30 

98% 

9.30 

98% 

3． 水 使 用 量 の削

減（㎥） 

478 303 

 

393 473 

99％ 

473 〇 468 

98% 

464 

97％ 

４．化学物質の適正管

理(kg) 

227 228 

 

211 

 

205 

90％ 

214 

 

△ 203 

89% 

201 

88% 

6．特色色合わせの改善

による廃インキの削減

(Kg) 

572 574 

 

762 

 

555 

97％ 

625 × 549 

96% 

549 

96% 

 

※２０１８年の実績には、新設の亀戸紙工センターの実績も含まれる。 

※2 ２０２０円８月より亀戸紙工センター電力の検針メーターを設置。それ以前の数値が不明のため、

評価から外す。ＣO２の合計値は本社工場・出荷場の合計値を示す。 

 

※基準年度は、201４年４月～201５年 3 月。但し２０１８年５月に亀戸紙工センターとして新規事

業所を稼働させたため、２０１８年を新たな基準年として活動していく。 

 

※CO2 排出係数は、2017 年実績 TEPCO 調整後排出係数 0.474kg-co2/kwh を使用した。 

 

○目標達成 △目標未達成但し基準年比減 ×目標未達成
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６．環境経営計画・取組結果と評価、次年度の取組内容 

環境活動計画 取組結果と評価 次年度の取組内容 

1. 二酸化炭素排出量削減 

（電気） 

①運転時間外のＵＶランプ消灯 

②エアコンフィルターの定期清掃 

③作業箇所単位での照明オフ 

④ＣＴＰ自現機の時間帯稼動 

⑤使用していない設備の待機電源カット 

⑥新規エアコンの設置 

受注量は徐々に回復しつつあるが、印刷予定を調整

し仕事を集約することによって、終日フル稼働日と

休業日というようにメリハリよく運用することによ

り電気使用量を抑制することができた。 

特に出荷場のエアコン使用について改善がみられ

た。亀戸紙工センターについては、実績にムラがあ

るが、エアコンの使用について見直す必要がある。 

亀戸紙工センターの1 階

はシャッターの開閉によ

る影響でエアコンの電気

使用量が左右されてしま

うため荷役作業時間の短

縮など意識してもらいた

い。また３階の西日対策

も考えたい。 

2. 二酸化炭素排出量削減 

（ガソリン・軽油） 

①エコドライブの徹底 

②効率的なルートで配送 

③低燃費車両の導入・切り替え 

自動車燃料については良好な結果だった。特にトラ

ックの配送については無駄な配送を控え、効率の良

いルートに改善したことにより軽油の使用量も抑え

ることができた。 

 

3. 廃棄物排出量削減 

（廃プラ・一般廃棄物） 

① アッセンブリ部余剰品廃棄時の分別の

徹底 

②サンプル品廃棄時の分別徹底 

③缶バッジの過剰生産を抑える。 

 （産廃からリサイクル品へ） 

④コピー用紙の裏紙利用 

 

一般廃棄物については良好だが、廃プラについては

基準年を大きく上回っている。用紙の入荷量比とし

ては昨年を下回ったが、定期の受注品で廃プラを多

く排出しているので、なかなか良い結果が出せずに

いる。審査員と相談の上基準年の見直しを考えたい。

審査員と相談の上基準年

の見直し。 

4. 排出用紙のリサイクル化 

① 印刷物の用紙回収の分別の徹底 

② 一般廃棄物も分別して白紙リサイクル 

更新審査の際、リサイクル化は廃プラの排出量に左

右されるため、活動内容が重複しているとの指摘が

あった。次年度より項目を割愛する。 

 

5. 化学物質適正管理 

①使用化学物質の統合により使用品目を

減らし、総保管量を削減する 

③ ローラー洗浄剤の使用量を意識的に抑

える 

基準年を下回っていたものの、目標値には届かなか

った。次年度こそ目標値を達成したい。 

 

溶剤の在庫管理について

多く持ちすぎないように

意識し、月末の購入は控

えるよう心がける。 

６. 特色色合わせの改善による 

  廃インキの削減 

①特練インキ 10g 単位での製造 

②特練インキのデータ精度を上げ、 

不良インキの削減 

下半期にかけて不要在庫処分をおこなったため目標

を達成することができなかった。スポットで使用す

るインキについては、今後も使用するかしないかを

適正に判断し、適宜廃棄する。廃インキの回収時に

は印刷部の立ち合いのもと計量をおこなった。 

特色インキの過剰購入の

防止。 

7. 総排水量の削減 

 

節水を心掛け、意識して行動できていた。  
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7．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 

 

当社に適用される主な環境関連法規は以下の通りで、４月１日遵守評価の結果、これらへの違反はあり

ませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 3 年間ありませんでした。 

 

適用環境関連法規等 適用される事項 

（事業活動、施設、物質等） 

遵守状況の確認・評価 

廃棄物処理法 廃プラ等の産廃 委託契約等 

 

騒音・振動規制法 

 

印刷機 3 台・断裁機 1 台 

打抜き機３台・角丸機 2 台 

届出確認 

ＯＫ 

東京都火災予防条例 洗浄剤 在庫量を危険物指定数量の

1/5 以下に抑えられている 

OK 

有機溶剤中毒予防規則 印刷溶剤・洗浄剤 有機溶剤作業主任者の選定、 

及び講習の受講ができて 

いる 

ＰＲＴＲ法 製版関連薬品・印刷溶剤・ 

洗浄剤 

ＳＤＳの入手・保管 

ＯＫ 

東京都環境確保条例 工場認可 届け出・標識等確認 

フロン排出抑制法 フロン 簡易点検 
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8．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

コロナ禍となり 2 年目になりますが、印刷物の減少に歯止めがかかっておりません。 

同業者や仲間の印刷会社では経営自体に苦戦をしている状況です。当社も様々な経営戦略

を立てて実践していますが、その中の一つでホームページのリニューアルを実施しました。

そのお陰で新規顧客が増え、減少する売上に対して多少の補填ができている状況となって

います。 

 

顧客が増えれば仕事内容も変わる、仕事内容も変われば CO2 削減のやり方も変わりま

す。常に変化があり、その変化に対応しながら CO2 削減に一定の成果が見られることは、

当社スタッフの日々の創意工夫や日々の小さな積重ねで、その努力に尊敬を致します。 

 

昨今は材料費、燃料代、電気などの高騰もあり毎年厳しい経営状況となっていますが、

エコアクション 21 の活動を通して経営に直結させて、利益率の向上や CO2 削減に取組

んで参ります。 

 

（以上） 


